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見本① 第１章 各種別太陽電池に関する生産能力推移の分析 

 

１－１ 太陽電池生産主要国・生産能力推移 

 

 フランスの調査会社Yole Developpement社（以下、Yole社）の 2009 年 7 月予測によると、

2012年の世界の太陽電池の生産能力は発電力換算で42.78GWに達する見通しである（資料1）。

最大生産国は、2006年にトップに立った中国が2012年まで続く見通しである。ただし，そ

のシェアは年々下がり、2012 年は 23.7％になると予測される（資料２）。 

 

 （資料 1） 
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見本② 図：Ⅲ－Ⅴ族多接合型太陽電池の概念図（本誌作成） 

 

 

  

Ⅲ－Ⅴ族多接合型太陽電池は、太陽光の各波長域に対応した基板を重ねて接合することで、

幅広い波長域の太陽光エネルギーを効率よく利用できる。 
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見本③ 第 6章 主要各国の環境/再生可能エネルギー戦略 

  

６－１ 米国の戦略 

 

 米政府が太陽光関連の技術開発を加速している（資料 97）。米国立再生可能エネルギー

研究所(NREL: National Renewable Energy Laboratory:以下、NREL )などエネルギー省傘

下の研究機関が次世代太陽電池から蓄電池、次世代送電網（スマートグリッド）まで総合

的に担う。先行していた日本を追い抜き、振り切る勢いだ。背景にはエネルギーの安定的

な確保を安全保障の要に据える明確な戦略がある。 

 

 （資料 97）－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 4 

見本④ （資料 136）－３ 
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見本⑤ （資料 148）－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




